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令和7年6月14日 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

○令和7年度 第1回「健笑庵のぎ」運営推進会議 

対象事業所名：（有）ケアサポートことぶき「健笑庵のぎ」 

サービス種類：地域密着型通所介護事業所 

開催日   ：令和7年5月27日（火）14時３０分 

開催場所  ：健笑庵のぎ 

出席者   ：6名 《内訳》 

 

 

 

【議事・議題】 

１．活動状況 

１）利用状況（令和7年4月現在） 

登録者数 

（設置基準別） 

３４名 

総合事業通所サービスＡ(緩和型)  7名 （男性：１名、女性：6名） 

総合事業通所サービス (従前型)  ４名 （男性：１名、女性：３名） 

地域密着型通所介護       ２3名 （男性：1名、女性：２2名） 

 
事業該当：１名 要支援１：5名(内、緩和型4名) 要支援２：5名(内、緩和型3名) 

要介護１：11名 要介護２：8名 要介護３：4名 要介護４：０名 要介護５：０名 

利用回数状況 週１回：13名 週２回：9名 週３回：4名 週４回：2名 週５回：4名 週６回：2名 

各月総利用数 11月：327名 12月：323名 1月：282名 2月：310 3月：339 4月：339 

２）活動報告（令和6年11月～7年4月） 

   ①誕生会（誕生日の一番近いご利用日に実施） 

   ②レクリエーション（季節に合わせたものや、要望に応えたもの） 

    ・紅葉見学・クリスマス会・年越し行事・書初め・節分行事・ひな祭り行事・桜花見会 

・ボウリングゲーム・ゴルフゲーム・音楽ゲーム・カレンダー作り・ビンゴゲーム・坊主めくり 

3）日曜デイサービス 

開催月 活動内容（参加人数） 

11月 
［安来節演芸館：安来市へ外出］第１班（参加者１２名）  

  内容： 安来節鑑賞、外食実施 

12月 
［望年会］第１班（参加者１１名）・第2班（参加者１２名） 

  内容：  ｻﾝﾗﾎﾟｰむらくもにて余興及び食事会を実施 

1月 
［新年会］第１班（参加者１０名） 

  内容： 八重垣神社参拝、工作活動 

2月 
［新年会］第2班（参加者１０名） 

  内容： 八重垣神社参拝、工作活動 

3月 
［音楽会］第1班（参加者１１名） 

  内容：「おっくん」氏をお招きして音楽会、屋内ゲーム大会等 

4月 
［音楽会］第2班（参加者１２名） 

  内容：「おっくん」氏をお招きして音楽会、屋内ゲーム大会等 

4）防災訓練及び活動 

実施日 訓練および活動の内容 参加者数（職員） 

11月 地震災害について／地震発生直後の行動について １3名（３名） 

12月 火災について／避難について 11名（５名） 

1月 地震災害について／地震発生時の行動 8名（５名） 

2月 火災について／住宅火災の実態や火災発生時の手順について １２名（3名） 

事業所（担当者）   1名 利用者        １名 

 利用者家族      １名  知見を有する者      １名 

 松江市職員      １名  地域代表者       1名 

介護度別利用者数 
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3月 地震災害について／避難時の注意事項 １２名（3名） 

4月 （実施無し） - 

5）その他 

  ・畑・花壇作り：（年中行事） 

  ・歌唱活動、脳トレドリル、創作活動、塗り絵、パズル、五目並べ：（毎日）  

2．相談および苦情受付状況・事故報告（令和6年11月～7年4月） 

 １）相談苦情事例  ＊この期間での発生、受付はありません。 

 ２）事故事例   

  〇寝台からの転落事故 

   [状況] 

令和7年4月３０日（水）１４時30分頃、利用者Aさん（要介護2・週2回利用・関節リウマチ既往） 

午睡後、本人の要望でそのままベッド上で、自身のスマートフォンで動画を視聴しながら横になって過ごして

いたが直後に落下する。本人の希望もあり、デイ利用時にはベッド上で横になって過ごすことが多い。この日

も特別に変わった様子もなく、いつものよう午睡の延長でベッド上で横になり過ごしている。利用されるベッ

ドの場所はデイルームと隣接した見渡せる場所を選び過ごしていただいている。 

落下の原因について、本人の談では寝返りを行うため身体を動かしたところ落下したとのことであった。 

落下したベッドは、毎回利用しているもので（高さ30センチ）、ベッド柵の取り付けは出来るものであるが、

今までに本人の利用時に装着したことはなかった。 

救急車にて病院へ搬送、診断の結果、右肩粉砕骨折。ベルト固定、入院加療（40日程度）となる。 

   [対応] 

近くにいた職員がその音に気付き対応する。複数の職員で身体を起こそうとするが痛みの訴えが強くあり、状

況を判断し救急車を要請、病院搬送を行う。並行して家族様、担当ケアマネと連絡をとり、状況説明と病院搬

送の確認を行う。経過対応を継続中。 

[再発防止に向けた対応] 

今回のことについては本人の身体的な現状から全く想定外のことであった。ご利用時間中での事故であり、責

任を持て必要な対応を行うことを確認している。今後は更なる注意と丁寧な対応が必要であると担当者一同再

認識した。具体的には例外を排除したベッド柵の設置など具体的な対応策を取り決め行っている。 

 ３）ヒヤリハット対象事例  ＊この期間での発生はありません。 

3．研修会等の状況（令和6年11月～7年4月） 

 １）外部研修 

 ・12/６ 「高齢者虐待の防止に係る研修会」（オンライン）：1名参加 

２）内部研修 

実施日 研修会・勉強会内容 参加者 

R６.12.6 虐待防止について（研修報告を兼ねる） 6名 

R7.1.11 ＢＣＰ研修：感染症対策に係る研修及び訓練 ５名 

R7.4.7 第2回集団指導を受けて：運営規程の確認等 ５名 

３）集団指導 

 ・3/24：令和６年度第2回松江市介護保険事業者集団指導［WEB資料確認］ 

４）その他職員の資質向上に向けた取り組みの状況 

① 情報共有の機会の確保：日3回（朝・昼・夕）のミーティングを基本とする。 

② ケース検討会及び勉強会をも兼ねた事業所研修会の開催：月1回 

＊入浴に係る研修会（年1回）も兼ねる 

③ 全社内部研修会：月1回 

④ その他：虐待防止に係る研修会（年1回） 

        業務継続計画に関わる研修及び訓練（年1回） 

        感染症対策に係る研修会及び訓練（年1回） 
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５）年間研修計画（令和7年度） 

４．ボランティア、福祉体験等受け入れ状況（令和６年11月～令和7年4月） 

  ・日曜デイ、ゲスト参加 

①12/１・１５、日曜デイ：「望年会」余芸大会にハンドベルサークル様出演。 

②3/23・4/13日曜デイ：音楽会に「おっくん」様、ゲストとして出演。 

５．今年度専門委員会計画（令和7年度） 

1）業務継続計画担当委員会 

２）虐待防止検討委員会 

３）感染症予防対策員会 

6．報告に対する意見および要望 

  ＜意見・要望＞ 

  ・家にいても何もすることがないので、ここに出かけることが楽しみである。食事はおかず、みそ汁ともにおい

しくいただいている。［利用者］ 

  ・デイサービスに出かけることが暮らしのリズムとなり、規則正しい生活が健康維持につながっていると感じて

いる。サービスを利用することで自宅での暮らしが維持できている。なじみの顔で対応いただくことで安心し

ている。『健笑庵』に宿泊サービスがあればと思う。 ［利用者家族］ 

  ・業務継続計画など義務化された研修等、確実に実施していただきたい。［松江市］ 

  ・行事等の計画など色々と工夫が感じられる。デイの利用を通じ生活の意欲になることが望ましい。［地域代表者］ 

  ・以前より『健笑庵』の「在宅支援」に拘る姿勢、活動に共感している。自宅で安心して暮らし続けることを大

事にしていきたいと思っている。［知見有識者］ 

 

 

※事業所確認欄 

□ 活動報告についての評価を受けることができたか。 ○ 

□ 要望・助言等受ける機会を設けたか。 ○ 

 

実施月 研修項目 内容 

4月 コンプライアンスに関わって ・関係法令改定について・運営規程の確認 

6月 業務継続計画① 業務継続計画に関わる研修会：現状と課題、見直しについて 

７月 通所介護の現状課題について サービス事業所連絡会（外部）を受けた社内研修会 

8月 事業所研修会① 入浴関連研修会 

9月 
苦情対応について 苦情解決研修会（外部）を受けた社内研修会 

業務継続計画② 訓練（シミレーション）［自然災害に関わって］ 

10月 事業所研修会② ケース検討会 

12月 虐待防止について 虐待防止の状況と対策について 

１月 
業務継続計画② 

兼感染症対策研修会 
研修及び訓練（シミレーション）［感染症に関わって］ 

2月 事業所研修会③ ケース検討会等 

回数 開催月 内容 

第１回 6月 ・今年度活動の計画・業務継続計画の現状と課題、見直しについて 

第２回 １月 ・研修及び訓練についての計画など 

回数 開催月 内容 

第１回 12月 ・虐待に係る社内の状況と課題についての確認・社内研修のについて 

回数 開催月 内容 

第１回 6月 ・感染症対策の現状について・研修及び訓練についての計画などについて 

第2回 1月 ・感染症の現状確認・社内研修について 


